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2011年11月4～5日に大阪大学
で開催されました第44回酸化反応討
論会において優秀ポスター賞を受賞
いたしました。
私は、総合研究大学院大学に入学
し生物無機化学を専門とする藤井先
生の研究グループで学位取得を目指
して研究を行っています。今回の酸
化反応討論会では、多くの研究者の
レベルの高い講演を聴くことができ
ました。私のポスター発表では、多
くの研究者の方々に研究成果を聞い
ていただくことができ、また質問、
助言など大変貴重な意見も頂けまし
た。今後の研究に活かしていきたい
と思っています。非常によい経験と
なりました。
私は、高原子価サレンマンガン錯
体の電子構造と不斉酸化反応性の研
究を行っています。キラルなサレン

マンガン錯体は、最も優れた不斉酸
化触媒の一つとしてよく知られてい
ます。不斉酸化を担う活性種として
さまざまな高原子価マンガン錯体が
提案されてきましたが、それらを合
成した例はなく不斉選択性の機構は
未解明のままです。私は、この問題
を解決するため研究を行い、マンガ
ン4価ヨードソベンゼン付加錯体の
合成に成功しました。さらにこの錯
体の構造解析にも成功しました。こ
の錯体は、活性部位に大きな不斉が
誘起されていました。この活性種使っ
てエポキシ化反応を行うと高い不斉
選択性が観測され、不斉選択性の機
構を解明する重要な手がかりを見い
だすことができました。今後は、カ
ウンターアニオンや酸化剤の種類に
より選択性がどのように変化するか
を研究していきたいと考えています。

今回、私の研究成果を評価してい
ただけたことを大変喜ばしく感じて
おります。さらに研究を進める上で
の大きな励みとなり、今後も意欲的
に研究に取り組んでいきたいと思い
ます。
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